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　現在中国において，一人ひとりの全面的な発達を重視する資質教育を中核とする教育改革が推進されている。本稿
の目的は，この教育改革の柱である資質教育の一つである生命教育を取り上げ，生命教育の動向を把握すること，実
際の生命教育の教育実践を参観し，分析考察することである。現在，生命教育は発展期にあり，生命教育の理論的概
念を基に生命教育をどう実践するのかという実証的な研究が進められている段階である。首都師範大学の研究プロジェ
クトにおいては，絵本を用いた教授法による生命教育実践が実施されている。絵本を用いた教育実践では，生命教育
の抽象的な概念を児童に解釈させることは容易ではないが，その絵本の物語にある哲学や生命の意味を読み解いてい
くことにより，生命教育のねらいに迫ることができることが明らかとなった。
Education reform focused on quality education for wholistic development of individual students is being promoted 
in China. The purpose of this paper is to identify trends in the content and to analyze teaching practices in 
life education. At present, life education is in the process of being developed, and empirical studies based on 
theoretical conceptualizations of the life education are being conducted. At Capital Normal University, research is 
being carried out on teaching practices in life education using picture books. It is not easy for elementary school 
students to analyze the concepts presented in life education; however, by reading picture books and decoding the 
philosophies and meaning of life contained therein, students are able to move closer to the goals of life education.
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１．はじめに
　多くのアジア諸国において，21世紀型の教育を目指し
た教育改革は，1997年から2003年にかけて集中的に進行
した。中国においては，1996年に従来の知識偏重型の教
育からの転換を目指して教育課程の開発が着手された（佐
藤 2015）。以来現在に至るまで，中国の教育界や教育現
場においては，社会の急速な変化や時代の要請に即し，
積極的な教育改革が行われている。とりわけ，児童一人
ひとりの全面的な発達を推進する資質教育（素资教育）
は，教育改革の重点項目として位置づけられた。資質教
育では，創造的な能力の職に重点が置かれ，知識だけで
なく，生活や経験と結びついた技能の育成，道徳観の育
成などが重視されている。教師主導の知識偏重型教育か，
児童を主体とした創造的実践的能力の育成か－資質教育
に関わる論争は不断に継続しているが，政府機関の調査
研究では，この指導法や学習形態の転換は，学校に本質
的な変化をもたらし，一定の成果を得たとして（中国総
合研究交流センター 2013），継続的に資質教育を中核と
する教育改革が推進されている（中華人民共和国教育部 
2011）。
　本稿の目的は，中国の教育改革により教育現場で行わ
れている教育実践にどのような変化が起こっているのか，
その動向を把握することである。とりわけ，教育改革の
中心に位置付けられている資質教育の一つである生命教
育を取り上げ，生命教育の最新の動向を整理する。さら
に，子ども主体の対話的な学びの方法として検討されて
いる絵本を教材とした生命教育はどのように実施されて
いるのかを把握する。本稿においては，北京市郊外の小
学校での実践された教育実践を例に取り上げて分析し，
考察を行う。
２．生命教育の発展
　首都師範大学の児童生命と道徳教育研究センター１は，
現行の教育改革の方針に基づき２，資質教育の一つであ
る生命教育に着眼し，研究プロジェクトを立ち上げ，
2018年現在その途上にある。生命教育は，資質教育にお
いて重視されている道徳観の育成に深く関わっており，
doi：10.20776/S13482084-67-P25
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教育課程改革が着手された1996年から徐々に発展してき
た。刘（2015）は，生命教育組織図（図１）を示し，生
命教育を「生命とは何か」と「生命に則る教育」の２つ
に大別している。前者は生命教育の理論的概念であり，
後者はこの理論的概念に基づいて，どのような生命教育
を実施するのかという実践的内容で構成されている。さ
らに「生命とは何か」は，知る，理解するなどの「真」，
愛する，信じる，敬うなどの「善」，楽しむ，豊かにする，
質を高めるなどの「美」の３つの項目を柱にした内容か
ら構成される。このように，同プロジェクトにおいては，
生命教育の教育内容と創造，思考や探求，協同的な学び
を実現するために，絵本を用いた教授法に注目し，児童
生徒が生命の真，善，美を発見することを導くための指
導法や学習様式について実証的な研究が進められている。
絵本を用いた教授法によりどのような効果があるのか，
また児童生徒と教師との相互作用，教育環境との関わり，
児童生徒の健康や成長との関係などについての研究分析
が行われている。 
３．絵本を教材とした教育実践について
　絵本を用いた実践は，日本の学校教育においては，小
中高の全校種で，教科教育だけでなく，教科外において
も多く，絵本は多様に効果的に活用されている（鈴木ら
2017）。中国における絵本を用いた教育実践は，国語な
どの学習において，文字や段落を解釈させる実践など見
られるものの，日本のように多様に絵本を活用する教育
実践は端緒に就いたばかりである。
　夏（2017a）は，生命教育における絵本を用いた教授
法の特徴は，知識を獲得することをねらいとするのでは
なく，その絵本の物語にある哲学や生命の意味を読み解
いていくことにねらいがあることと述べ，そのために留
意しなければならない指導法についてふれている。
　まず，教師は物語の意味と物語にある真意を深く理解
し，児童にどのような問いかけを提示するのかをよく検
討すること。また，国語の授業で実践されているような
物語の文や段落を解釈させる活動だけでなく，色彩，環
境，人物の表情など細部にも感性を働かせて思考させる
ことを挙げている。
　さらに，教室空間と対話の重要性についても述べてい
る。絵本を用いた教授法においては，開放的な教室空間
において，児童生徒の主体性に重きが置かれ，多様な思
考と対話の交流を生み出されることが期待されているか
らである。従来，そして現在においても，中国の教室空
間は，教師の１つの発問に対して，一人の子どもが応答
するという「一対一」応答の形式で，授業が進むことが
多く，静かで秩序が保たれていることが良しとされる傾
向がある。従って，対話を生み出すためには「一対多」，
「多対多」形式の教室空間の形成が必要である。すなわ
ち，教師の１つの質問をきっかけに，様々な子どもが相
互に応じ，子どもたちの発言に別の子どもが応じるとい
うようなインタラクティブな関わり方が，子ども中心の
教育を実現する。そのための留意点として，教師は，児
童に教室内での対話の意味について把握させる指導を行
うことを挙げている。教師が仲間の発言や意見に耳を傾
け，相手の意見を尊重することは，資質教育にも関わる
ことであり，生命教育の一環でもあるとしている。
４．大厂幸福学校における絵本を教材に用いた生命
教育実践
⑴分析対象の授業
　分析対象とするのは，北京第五中学校分校である大厂
幸福学校で実践された２つの授業実践表１である。
図１ 生命教育組織図 
刘慧・马雪莉（2015）生命教育导轮，人民教育出版社、P8 より夏・筆者訳 
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図１　生命教育組織図
刘慧・马雪莉（2015）生命教育导轮，人民教育出版社，P8より　夏・中山訳
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大厂幸福学校は，首都師範大学児童生命と道徳教育研究
センターの連携研究校の１つである。北京市郊外に位置
する私立学校で，小学校だけでなく中学校，高等学校が
併設されている。2015年に開校した新しい学校で，理科
教育，芸術や人文化学系の学習内容，英語教育を重視し
た教育を行っている。分析対象の授業実践は，2018年５
月に実施され４，それぞれ小学校２年生と４年生のクラ
スで行われた。授業時間は40分である。また，授業実践
者は，両者ともに小学校を専門とする教歴５年未満の教
師５である。２つの授業実践では，クラス全員の児童１
人に１冊の絵本が用意され，絵本の内容から細部に至る
描写までじっくりと観察することができる環境が整えら
れた。以下に授業実践者が作成した学習指導案（教案）
の概要を示し，この学習指導案の内容を中心に考察を 
行う。　　
 
⑵「こいぬのうんち６（小狗便便）」を用いた教育実践
の概要
1 教材に用いた絵本と教材観
　この絵本の主人公は，こいぬのうんちである。スズメ
や雌鳥にも嫌われる存在で，泥の塊にさえばかにされて，
一人孤独に壁のすみっこに横たわり，自分が価値のない
存在であることに絶望し，悲しみにくれていた。ある日，
自分がタンポポの肥やしとして必要とされていることを
知り，やがては自分がその美しい花の一部になることを
嬉しく思い，タンポポの根を大事に抱いて，肥やしとな
り，自分の存在価値に意味を見出すというお話である。
　生命教育としての教材観点として，まず，こいぬのう
んちは，嫌われたり，嘲笑されたり，疎ましく思われても，
また他人からどう見られようとも，存在価値を持ってい
て，その価値は否定されることはないということである。
　また，絵本の中に登場するスズメ，泥，雌鳥達の態度
は，どのように生命の問題に対峙するのかという問いか
けを含んでいる。こいぬのうんちは，誰の役にも立たな
い存在なのか，私達は一体どのようにこいぬのうんちに
接するべきなのか，児童に考えさせたい。最後に，こい
ぬのうんちは，つらい思いや悲しみや絶望の経験を経て，
自己実現の価値を見出す。こいぬのうんちが，自分の価
値を見出す過程は，生命の真の意味を解釈することにつ
ながる。
2 指導観
　絵本の読解は，絵や色彩を重視し，登場人物の動作や
表情を分析することが重要である。また，児童が直接絵
本と対話して，そこに描かれた絵の表現力と影響力を感
じ，絵本の感情表現を体験し，絵本が与える温かさや力
を感じることで，児童の成長につなげたい。
3 児童観
　小学校低学年の児童は，具体的なイメージを持って思
考するという特徴がある。この絵本のこいぬのうんちは，
生き生きと描かれていて，児童は喜んで受け入れるだろ
う。また，絵本の内容は，わかりやすく，生命の価値を
理解できるもので，児童に「私はどんな人」で「何がで
きるのか」ということを考えさせるきっかけを作るだろ
う。低学年の児童の総合な発達に重要な意味を持つ。
4 授業のねらい
　授業のねらいは３つある。第１に，絵本の主人公であ
るこいぬのうんちの表情，動作，発言を分析し，児童に
絵本の内容を理解させ，こいぬのうんちの気持ちを感じ
ること。第２に，授業の中で命を感じることができる雰
囲気を作ることにより，児童にこいぬのうんちが生命の
価値を見出す過程の美を理解できるように導く。第３に，
提示カードの活動を通して，すべての生命は唯一のもの
で，価値があることを把握し，児童に自分を受容し，理
想を持つことを促す。
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学年 実践者 授業テーマ 使用した絵本 日本語出版のタイトル 教具
2学年 崔露函 生命の価値
小狗便便 
作：(韩 )权正生 
絵：(韩 )郑昇玨 ， 
2011年，出版社：二十一世纪出
版社
こいぬのうんち 
作： クオン・ジョンセン，
絵： チョン・スンガク，
訳： ピョン・キジャ， 
2000年，出版社： 平凡社 
絵本 
学習カード，こいぬ
のうんち（模型），
泥の塊
４学年 孙桂莉 自分を知る
你很特别 
作：[美]陆可铎 
絵：[美]马第尼斯  
訳：丘慧文 郭恩惠， 
2017年，东方出版社 
たいせつなきみ　 
作：マックス・ルケード，
絵： セルジオ・マルティネス， 
訳： ホーバード 豊子， 
2007年，出版社： いのちのこと
ば社フォレストブックス 
絵本 
パワーポイント
表１　分析対象とした授業実践
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5 授業の流れ７
⑶「たいせつなきみ８（你很特别）」を用いた教育実践
1 教材に用いた絵本と教材観
　ウイミックス村の木の小人達は，彫刻家のエリによっ
て彫られたもの。小人達は毎日シールを貼りあって暮ら
していた。見た目が良く，才能のある木の小人には，お
表２ 「こいぬのうんち（小狗便便）」本時の流れ 
教師の活動 児童の活動 活動目的 
１．導入 
・教師は、こいぬのうんち（粘土の模型）を観
察させる。教師の発問：「皆さんはこいぬのうん
ちをみて、どのよう感じますか？みなさんはこ
いぬのうんちが好きですか」
２．教師が絵本を音読する 
・感情豊かに読む。
児童は教師の質問に答える。自
分の感じたことを表現する。 
児童は自分の絵本を見る。 
絵本に興味を持たせる。 
絵本の物語を感じとらせる。 
３．グループ活動 
・４-5 人のグループで、学習カードを作成しそ
れぞれの場面について討論させる。
場面１：こいぬのうんちとスズメ 
・スズメがこいぬのうんちに対してどのよう態
度をとり、こいぬのうんちは、それをどう感じ
て反応したか。
・こいぬのうんちが、どんな存在なのかを引き
出す。
場面２：こいぬのうんちと泥の塊 
・泥の塊がこいぬのうんちに対してどのよう態
度をとり、こいぬのうんちは、それをどう感じ
反応したか。
・こいぬのうんちが、どんな存在なのかを明ら
かにする。
・牛車を引くおじさんが泥の塊を拾う場面を実
演させ、泥の塊が価値のある存在であることを
読み取らせる。
・こいぬのうんちが「自分はちっとも役に立た
ない」という場面に触れ、これはどのような意
味なのか確認する。
児童は絵本を細かく観察する。 
児童は泥の塊の動作、表情、応
答などを観察する。 
児童は実演を通じて、泥の塊の
価値を感じる。 
絵本を分析し、教師の質問に答
える。 
絵本を通じて、スズメのこ
いぬのうんちに対する態度
を読み取り、こいぬのうん
ちがどんな存在なのかを明
らかにする。 
絵本を通じて、泥の塊のこ
いぬのうんちに対する態度
を読み取り、牛車のおじさ
んにとって泥の塊はどんな
存在なのかを読み取る。 
こいぬのうんちの役割につ
いて引き出す。 
４．主題を深める 
・こいぬのうんちが自分の存在価値を実現する
までの過程について話し合いをさせる。
「こいぬのうんちはこの世界に生まれてきて、
自分が誰かわからず、スズメに嫌われ、泥の塊
に笑われ、こいぬのうんちは自分がどのような
存在なのかを知りました。『自分は誰なのか』と
いう問いは、やがて『自分の役割』の探求へと
変わっていきました。雌鳥にも嫌われながらも、
最終的にはタンポポの肥料になることで自分の
存在価値を実現することができました。」
・教師は、児童にまとめのカードを作成させ、
黒板に掲示する。
小グループで話し合う。 
児童はまとめのカードを自由
に作成する。 
絵本の内容を理解し、主題
を深めて、絵本の内容を発
展させて、自分の経験や体
験を思い起こさせる。 
表２「こいぬのうんち（小狗便便）」本時の流れ
星さまシールを，見た目が悪く，才能のない木の小人には，
だめ印シールを。主人公のパンチネロはだめシールばか
り貼られていて，コンプレックスを持っていた。ある日，
パンチネロはエリと会う。エリは，他人からどう見られ
ているかを気にせず，自分の愛を信じてほしいこと，パ
ンチネロがかけがえなのない存在であることを伝える。
（中山・夏訳）
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表３「たいせつなきみ（你很特别）」本時の流れ
中国小学校における絵本を教材とした教育実践の動向
　生命教育としての教材観点として，まず，人はそれぞ
れに個性があり，特別な存在であるという点があげられ
る。第２に，自分の生命は自分だけのものではなく，自
分を愛してくれる人たちのものでもあるという点である。
最後に，私たちは他人の評価にとらわれ過ぎず，自信を
もつこと，自分の良さを信じることを伝えている。
2 指導観
　この世界では，一人ひとりがみんな違っていて，それ
ぞれの空間と精神を持っている。ほめられたら自己満足
に陥るかもしれないし，おこられたら，落ち込むかもし
れない。お星さまシールでも，だめ印シールでも，それ
はすべて人から与ええられた評価であり，本当に自分を
表しているものとは限らない。自分が他人からの評価を
気にすれば，人生に疲れてしまって，自分の真実が見え
なくなる。このように死ぬまで人生を過ごすことになる
のは，悲惨なことである。自分らしく生き，自分の真実
を見出すことは，私たち一人ひとりが考えなければなら
ない大事なことである。
　児童に絵本の色彩や文章を読み取らせ，自分が特別な
存在であることを気がつかせたい。また，他人の評価ば
かりにとらわれず，自分を知ること，自分はかけがえの
ない存在であることを信じることを考えさせたい。
3 児童観
　４年生の児童は，自己認識が徐々に形成されているが，
容易に他人の影響を受けやく，他人の評価を知って，自
分がどんな人か判断するようになる。他の人の評価を正
しく判断できる児童がいる一方で，自分を正しく判断で
きなくなってしまう児童もいる。絵本の物語を通して，
子ども達に自分を見つめさせたい。物語のモデルを考え
て，自分を正しく知り，自信を育てたい。この物語は，
子どもの自己形成と健全な人格を育むことを促すだろう。
４）授業のねらい
　授業のねらいは３つある。第１に，児童に絵本の内容
を理解させ，主人公パンチネロの気持ちを感じること。
自分と向き合い，自分はどんな人なのかについて把握す
る。第２に絵本に描かれている絵や文字を分析し，内容
を学ぶ。第３に他人からの評価を気にしすぎず，正しく
自己を知り，自分がかけがえのない存在であることを理
解する。
５）授業の流れ
表３ 「たいせつなきみ（你很特别）」本時の流れ
教師の活動 児童の活動 活動目的 
１．導入 
・学習テーマに直接入る
・絵本の表紙を観察する
絵本の表紙を観察する。 自然な形で学習テーマに入
る。 
２．絵本に入る 
ウイミックス村の人々
・この人たちはどんな人ですか？
・ウイミックス村の人々の背の高さはみな同じ
ですか？
・木の小人は誰によってつくられましたか？
・ウイミックス村の人々が最も喜ぶことは何で
すか？
・お星さまシールとダメ印シールは何を表して
いますか？
・お星さまシールを貼られた人とダメ印シール
を貼られた人の気持ちは同じですか？
パンチネロ 
・全身にダメ印シールがはられたパンチネロの
気持ちを考えてみよう。
・パンチネロは誰に会いましたか？
・その人は他の人と何が違っていましたか？
・パンチネロは再びエリを探す前に何をしてい
ましたか？
・パンチネロはその時どのようなことを考えた
のか予想してみよう。
パンチネロとエリ 
・エリはパンチネロにどんなことを伝えたかっ
たのですか？
・エリの愛を感じる
・パンチネロがダメ印シールを貼られていた時
とダメ印シールが剥がれ落ちた時の表情を比較
する。
・児童にパンチネロのダメ印シールが剥がれ落
ちた理由について考えさせる。 
予想：相互にシールを張り合
う。 
予想：お星さまシールは賞賛、
ダメ印シールは批判。 
予想：お星さまシールは嬉し
い、明るい。ダメ印シールは怖
い、暗い。 
予想：落ち込む、自己嫌悪 
予想：ルシア 
予想：ルシアの身体にはシール
が貼られていなかった。 
予想：窓の前に静かに座って 
いた。 
予想：良くなりたい、賢くなり
たい、自分のダメ印シールを剥
ぎ落としたい。 
予想：他人の考えをあまり気に
する必要はない。 
エリの愛を信じる。
予想：自分が大切な存在だと信
じたから。 
絵が持つ意味と魅力を感じ
る。 
お星さまシールとダメ印シ
ールは他人からの評価であ
ることを理解させる。 
絵本の人物の表情や色彩か
ら人物の心情を引き出す。 
４．深める 
・あなたの生活でエリは誰に似ていますか？パ
ンチネロは誰に似ていますか？
・「たいせつなきみ」は「たいせつな私」である。 
・学習カードを完成する
児童はそれぞれ自画像を作成し、紹介する。
予想：エリは私のお父さん、お
母さん、先生・・・パンチネロ
は自分。 
児童に自分は特別である。 
児童に自分の両親もエリが
パンチネロを愛していたよ
うに私たちを愛しているこ
とを理解させる。皆かけが
えのないで存在である。 
５．まとめ 
・世界に同じ人はいない。長所、短所、趣味、
好みはみんな異なり、かけがえのない存在であ
る。お星さまシールやダメ印シールが来るかも
しれないが、あなたは大切であることを覚えて
いてほしい。
児童に自分を見つめさせ、
自己を信じることを導く。 
。
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５．考察
１）絵本を教材に用いた指導の効果と課題について
　まず，導入時において，児童らは，一人１冊の絵本を
手にし，集中してじっくり鑑賞する様子が窺え，２年生，
４年生，どちらの児童も絵本に興味と関心を示していた。
この発達段階の児童にとって，両実践の学習主題であっ
た生命の価値や自己形成など抽象的な概念を解釈するこ
とは容易ではない。これらの実践においては，子ども達
に身近である絵本に用いて，物語の主人公や描かれてい
る絵やストーリーに興味を持たせることにより，絵本が
内包する具体的な課題を共有し，自然な形で学習課題を
設定することができたといえる。
　両実践の学習指導案においては，「指導観」に明示さ
れているように，最も重視されていたのは，絵本に描か
れている絵を丁寧に観察させ，物語を丁寧に理解させる
ということであった。具体的には「学習の流れ」は，絵
本に描かれている主人公やその他の登場人物の細かい表
情，動作，発言などを観察させ，児童に主人公の心情や
心情の変化を読み取らせる活動で構成されている。その
際には，物語の中のどの場面をどのように取り上げれば，
より効果的に学習課題を考えることができるかというこ
とも指導のポイントとなる。なぜならば，絵本は自由な
発想を引き出すツールである一方で，それがゆえに，い
かに学習課題を捉えさせられるかという難しさを持ち合
わせているからである。「こいぬのうんち（小狗便便）」
では，主人公とその他の登場人物との関係性を重視し，
主人公とスズメ，主人公と泥の塊といったように，両者
の関わりに注目させて，討論させている。「たいせつな
きみ（你很特别）」では，順に，主人公を取り巻く人々，
主人公，そして最も重要な場面である主人公とエリの場
面に触れ，徐々に学習課題に迫る展開となっている。学
習課題を考えさせる切り口は多様にあるので，学習方法，
学習時間などを考慮し，絵本を教材として使用する場合
には，十分な教材研究が必要となる。
　また，「こいぬのうんち（小狗便便）」の指導案に見ら
れるように，取り上げるそれぞれの場面ごとに活動目的
を明示することは，教師自身が学習課題を再確認しなが
ら授業を進めることができるという点において指導の助
けとなるだろう。
２）教師の発問と児童の話し合い活動について
　絵本を教材として用いた場合，主人公の立場や学習課
題を共有したり，話し合うことにより，自分の考えを深
めたりする活動につなげやすい。従って，児童の話し合
い活動の時間や自分自身の省察の時間の保証が必要とな
る。両実践の教師は，学習課題やテーマを直接的に児童
に伝えるのではなく，児童自身によって学習課題や学
習テーマを探求していくという指導法が大事であること
を理解していた。しかしながら，実際の授業においては，
教師の発問が多く，一言で応えられるような閉ざされた
質問形式で授業が進み，児童の思考が狭められてしまう
場面も見受けられた。松下（2011）によれば，道徳・倫
理などについて書かれた本を読む際，その本が語りかけ
てくることに自分自身の感性とことばで考えようとしな
ければ，自分が揺さぶられることはなく，世界について
の理解は深まることもないと指摘する。教師の発問の精
選と児童自身による思考の機会と時間を十分に確保する
ことが課題となるだろう。
３）その他の教具について（実物の使用とパワーポイント）
　「こいぬのうんち（小狗便便）」の指導において，実践
者が，指導が困難であると感じていたのは，生命がそこ
にあると感じることができる教室空間や雰囲気を作り出
（中山・夏訳）
表３ 「たいせつなきみ（你很特别）」本時の流れ
教師の活動 児童の活動 活動目的 
１．導入 
・学習テーマに直接入る
・絵本の表紙を観察する
絵本の表紙を観察する。 自然な形で学習テーマに入
る。 
２．絵本に入る 
ウイミックス村の人々
・この人たちはどんな人ですか？
・ウイミックス村の人々の背の高さはみな同じ
ですか？
・木の小人は誰によってつくられましたか？
・ウイミックス村の人々が最も喜ぶことは何で
すか？
・お星さまシールとダメ印シールは何を表して
いますか？
・お星さまシールを貼られた人とダメ印シール
を貼られた人の気持ちは同じですか？
パンチネロ 
・全身にダメ印シールがはられたパンチネロの
気持ちを考えてみよう。
・パンチネロは誰に会いましたか？
・その人は他の人と何が違っていましたか？
・パンチネロは再びエリを探す前に何をしてい
ましたか？
・パンチネロはその時どのようなことを考えた
のか予想してみよう。
パンチネロとエリ 
・エリはパンチネロにどんなことを伝えたかっ
たのですか？
・エリの愛を感じる
・パンチネロがダメ印シールを貼られていた時
とダメ印シールが剥がれ落ちた時の表情を比較
する。
・児童にパンチネロのダメ印シールが剥がれ落
ちた理由について考えさせる。 
予想：相互にシールを張り合
う。 
予想：お星さまシールは賞賛、
ダメ印シールは批判。 
予想：お星さまシールは嬉し
い、明るい。ダメ印シールは怖
い、暗い。 
予想：落ち込む、自己嫌悪 
予想：ルシア 
予想：ルシアの身体にはシール
が貼られていなかった。 
予想：窓の前に静かに座って 
いた。 
予想：良くなりたい、賢くなり
たい、自分のダメ印シールを剥
ぎ落としたい。 
予想：他人の考えをあまり気に
する必要はない。 
エリの愛を信じる。
予想：自分が大切な存在だと信
じたから。 
絵が持つ意味と魅力を感じ
る。 
お星さまシールとダメ印シ
ールは他人からの評価であ
ることを理解させる。 
絵本の人物の表情や色彩か
ら人物の心情を引き出す。 
４．深める 
・あなたの生活でエリは誰に似ていますか？パ
ンチネロは誰に似ていますか？
・「たいせつなきみ」は「たいせつな私」である。 
・学習カードを完成する
児童はそれぞれ自画像を作成し、紹介する。
予想：エリは私のお父さん、お
母さん、先生・・・パンチネロ
は自分。 
児童に自分は特別である。 
児童に自分の両親もエリが
パンチネロを愛していたよ
うに私たちを愛しているこ
とを理解させる。皆かけが
えのないで存在である。 
５．まとめ 
・世界に同じ人はいない。長所、短所、趣味、
好みはみんな異なり、かけがえのない存在であ
る。お星さまシールやダメ印シールが来るかも
しれないが、あなたは大切であることを覚えて
いてほしい。
児童に自分を見つめさせ、
自己を信じることを導く。 
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すことであった。そこで，子どもたちが手に取って観察
したり，実際に触って感じたり，五感を働かせることが
できる実物（粘土で作ったこいぬのうんちの模型と泥
の塊）を教具として用いることにした。夏（2017a）は，
特に生命教育においては，このような教師が掲示する具
体的な実物からエネルギーを感じたり，感性で生命を感
じさせることが大事であるとする。
　さらに，中国においては，教師がどのような教具を
使って指導するのか，再考が求められているとする。夏
（2017b）は，日本の小学校の観察を通じて，中国の小
学校との違いの一つは，日本の小学校ではパワーポイン
トをあまり使用せず，黒板や掲示物，実物などを教具と
して用いながら，授業を行っていることを挙げ，この
点を評価している。大厂幸福学校のように，中国の都市
部にある特に新しい学校では，黒板の半分が電子黒板に
なっており，教室内のマルチメディアの環境整備が進み，
パワーポイントを使用した授業が多く行われている。高
度に発達した情報化社会において，このような教育環境
の整備は必要であると考えられている一方で，このよう
なマルチメディア頼みの授業ばかりでは，教師が指導法
を探求することをしなくなるとの危惧もある。教師自身
の人的資源を基本として，児童の発達段階に適した教具
を選択することが重要であり，生命の資源を活かすこと
こそ，真の生命教育が可能になるという捉え方が生まれ
ている。
６．結語
　中国において積極的な教育改革が進められる中，実際
の教育現場はどのような変化が起こっているのか，教育
改革の柱である資質教育の一つである生命教育を切り口
にして，生命教育の教育実践研究の動向や，実際の教育
実践を参観し分析を行った。現在，生命教育は発展期に
あり，生命教育の理論的概念を基に生命教育をどう実践
するのかという実証的な研究が進められている段階であ
る。実践研究や教員研修を積み重ねる中で，指導法や評
価の問題など検討しなければならない課題も明らかとなっ
てきた。
　絵本を用いた教育実践では，絵本を効果的に用いる指
導法の検討や，また教師自身が絵本を読み込んで，学習
主題をどのような切り口で児童に考えさせるのかなどに
ついて時間をかけて教材研究に取り組んでいる様子が窺
えた。本実践が行われた小学校は，資質教育を重視して
いる北京市郊外にある私立学校である。本実践の分析で
得られた結論は，一事例の結果であり，中国全体の特徴
を示したものとは言い切ることはできない。しかしなが
ら，明らかになった授業実践の課題は，日本の教育現場
においても同様に議論されている事柄である。21世紀型
の教育を目指す同じアジア諸国の教育改革が共通する課
題といえるかもしれない。
註
１．儿童生命与道德教育研究中心
２ ．教育改革の深化を図り，改革の方向性を明確にする
ため「国家中長期教育改革・発展計画綱要（2010～
2020）」が制定された。
３ ．原文は「生命陶养生命」である。「陶养」は内的な
力を示すことから，ここでは「自らの働きや努力によっ
て自分の生命の質を高める。」と説明できよう。「陶
养」の方法として，例えば，読書をする，芸術に触れ
る，品の良い人と接触するなど様々な活動が挙げられ，
それらを通じて，自分の生命の状態を高めることがで
きる。「生命陶养生命」は「良い生命をもって，他人
の生命に影響を与える」が直訳に近い。つまり，生命
の質を高める一番よい根本的な資源は生命そのものに
あることである。
４ ．この２つの教育実践は，2018年5月24日から26日に
開催された2018年第１回中国生命教育絵本教学論壇及
び第四期中堅教師訓練において実施された。
５ ．実践者の所属は，孙桂莉教諭は大厂幸福学校，崔露
函研究生は首都師範大学大学院である。
６ ．使用した絵本のタイトルは，日本語の出版では『こ
いぬのうんち』，中国語の出版では『小狗便便』である。
７ ．教師により作成された授業の流れ（教学过程）で示
された「教師の活動」，「児童の活動」，「活動目的」の
項目に沿って，実施された授業概要を示した。
８ ．使用した絵本のタイトルは，日本語の出版では『た
いせつなきみ』，中国語の出版で『你很特别』である。
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